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改定の経緯 

〇平成 29 年 3 月、智頭町が管理する橋長 15.0m 以上の橋梁 49 橋を対象として長寿命化修

繕計画を策定したことにより第 1 回改訂版を作成した｡ 

〇平成 29 年 11 月、橋長 15.0m 未満の橋梁 87 橋について長寿命化修繕計画を策定し、智

頭町管理の全 136 橋をまとめたことにより第 2 回改訂版を作成した｡ 

〇平成 31 年 3 月、第 3 回改訂として優先順位の考え方及び点検結果を追加し、内容の充実

を図った｡ 

〇令和 5 年 3 月、第 4 回改訂として直近の点検結果を反映させた長寿命化修繕計画に見直

すと共に、費用の縮減に関する方針を追加した｡ 
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１.長寿命化修繕計画の背景･目的  

 
（１）背景  

智頭町では、町が管理している橋長 2.0m 以上の橋梁は 141 橋あり、このうち橋長

15.0m 以上のものは 50 橋、15.0m 未満の橋梁が 91 橋あります｡橋長 15m 以上の 50
橋について、2022 年では建設後 50 年を経過する橋梁は 18 橋（36%）ですが、20 年

後の 2042 年には 40 橋（80%）となります｡また、橋長 15.0m 未満の橋梁 91 橋にお

いても、2022 年では建設後 50 年を経過する橋梁は 39 橋（43%）ですが、20 年後の

2042 年には 80 橋（88%）となり、高齢化した橋梁が急速に増加します｡ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図  1 高齢化橋梁の推移  
 
従来は“傷んでから修繕･架替えを行う”対処型（事後保全型）の管理を行っていま

したが、これでは、厳しい財源の中、今後更新時期を迎える橋梁の架替えに、多額

の費用が必要となります｡そのため、橋梁の維持管理を適切に行い、橋梁を長寿命化

して費用の縮減を図っていくことが肝要となります。  
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（２）目的  
道路交通の安全性を確保する上で、対処的な事後保全型の維持管理から、計画的な

予防保全型の維持管理へ転換し、橋梁の長寿命化及び費用の縮減を目指します｡また、

維持管理費用の年度集中を避け、予算の平準化を図ることを目的とします｡ 
そのためには、定期的に橋梁点検を実施し健全性を把握、その結果に基づき各橋梁

の健全度を診断･修繕計画の策定、見直し、必要に応じて補修工事等を実施、点検結果

や補修履歴を記録保持、というメンテナンスサイクルにより維持管理を行っていきま

す｡ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図  2 メンテナンスサイクル  
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２．長寿命化修繕計画の対象橋梁  

智頭町が管理している橋梁 141 橋1（橋長 15.0m 以上 :50 橋、橋長 15.0m 未満 :91 橋）

を修繕計画の対象とします｡ 
全対象橋梁に対する橋梁種別の割合は下図の通りです｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図  3 橋梁種別の割合  

 
1 141 橋の中には JR 線を跨ぐ「ふれあい橋」（横断歩道橋）1 橋が含まれます。  



 

4 
 

３．健全性の把握  

智頭町では、橋梁を計画的かつ効率的に維持管理するため、定期的に点検を行い、橋

梁の健全性を把握しています｡ 
 

（１）定期点検  
平成 26 年 3 月に公布された｢道路法施行規則の一部を改正する省令｣において、国

が定める統一的な基準により、『5 年に 1 回の頻度での近接目視による点検』『橋梁の

健全性の評価』が求められることとなりました｡これに伴い、｢鳥取県道路橋りょう点

検マニュアル｣平成 31 年 4 月（鳥取県  県土整備部  道路企画課）に従って 5 年に 1 回

の頻度で点検を実施します｡ 
 
（２）緊急点検  

台風、豪雨、地震等が発生した場合において、橋梁の損傷の有無を把握するため実

施します｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  4 点検の種類  
 

点検を行う部材は、主桁･横桁･対傾構･床版･下部工･支承･路面等に分け、損傷の種

類は以下に示すものを対象とします（鳥取県道路橋りょう定期点検マニュアルより）。 
表  1 修繕計画の対象とする部材の損傷の種類  
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４．損傷度の評価  

点検した結果をもとに、橋梁の各部材及び橋梁毎の健全性の評価を行います。  
令和 2、3 年度に点検を実施した橋梁の点検結果を公表します。健全度の内訳を図 5

に示します。緊急措置段階の健全度Ⅳはありませんでしたが、早期に措置を講ずべき状

況である健全度Ⅲについては、全体のうち 20 橋（14％）が該当しました。  
 

表  2 橋梁毎の健全性の判定区分  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図  5 定期点検による健全度の結果（141 橋）  
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５．長寿命化修繕計画  

 
（１）老朽化対策の基本的な考え方  

橋長 2.0m 以上の橋梁について、従来の事後保全型の管理方法から、予防保全型の

管理方法へ移行し、橋梁の長寿命化をはかり、費用の縮減に努めます｡ 
 
事後保全型：健全度がⅢの最終年度に補修を実施  
予防保全型：健全度がⅡの最終年度に補修を実施  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  6 シナリオ別の補修イメージ  
 
 
 

予防保全型
Ⅱの末期に達したら対策を行う

（支承・伸縮装置はⅢで取替え）

事後保全型 Ⅲの末期に達したら対策を行う

シナリオ名 概要 イメージ

●予防保全型管理  

橋も人と同じです。 

病気になってからでは、

治療に時間と費用がか

かります。日頃から健康

に気をつけ、予防や健

康診断を励行すること

によって、症状が軽いう

ちに直すことが健康で

長生きの秘訣です。 
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（２）修繕計画の効果  
事後保全型管理と予防保全型管理のそれぞれについて、事業費の試算を行いました｡ 
まず、橋長 15.0m 以上の 50 橋梁について 2023 年から今後 50 年間の事業費の累計

の比較を行いました｡その結果、50 年後の事業費累計は、事後保全型の管理方法によ

ると 71.0 億円、予防保全型の管理方法によると 46.3 億円となります。予防保全型管

理で事後保全型管理よりも 24.7 億円の費用の縮減が可能となります｡ 
注）下記ｸﾞﾗﾌは、予防保全型と事後保全型の費用を比較するためのもので、年度予算の平準化をする前のｸﾞﾗ

ﾌです｡ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  7 シナリオ別の事業費用の比較（橋長 15m 以上）  

24.7 億円の

費用の縮減  



 

8 
 

また、橋長 15.0m 未満の 91 橋においても、同様に 2023 年から今後 50 年間の事業

費の算出、比較を行ないました。この場合においても、事後保全型の管理方法による

と 39.3 億円、予防保全型の管理方法によると 33.3 億円となり、予防保全型管理で 6
億円の費用の縮減が可能となります｡ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  8 シナリオ別の事業費用の比較（橋長 15m 未満）  
 
 
 

6 億円の  
費用の縮減  
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前述の試算結果から、智頭町が管理する橋梁 141 橋についての合計の事業費は、事

後保全型の管理方法によると 110.3 億円、予防保全型の管理方法によると 79.6 億円と

なり、全橋を予防保全型管理とすることで 30.7 億円の費用の縮減が可能となります｡ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  9 シナリオ別の事業費用の比較（全橋）  
 
 

30.7 億円の

費用の縮減  
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（３）修繕の優先順位の考え方  
年度予算を考慮した上で平準化を図るために、橋梁を修繕する優先順位を決定しま

した｡橋梁の優先順位の評価は、以下の項目を考慮した上で順位付けを行いました｡健

全度の悪いものが、優先順位が高くなりますが、健全度が同等の場合は仕分け 2～5
の項目により優先順位を決定します｡ 

 
仕分け 1）各橋梁の健全度  
仕分け 2）う回路の有無  
仕分け 3）跨線橋、跨道橋の該当の有無  
仕分け 4）バス路線の該当の有無  
仕分け 5）利用戸数の多数  
 

表  3 橋梁の修繕の優先順位の考え方  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋梁の修繕時期及び対象橋梁については、健全度Ⅲとなっている橋梁の修繕を優先

します｡その後は健全度Ⅱ→Ⅲとなる橋梁や、定期点検において健全度が低いと判断さ

れた橋梁について順次修繕を実施します｡ 
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（４）予算の平準化  
試算した事業費が年度予算を超過した場合は、対策時期を後の年度に変更すること

によって、年度予算との調整を図ります｡ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  10 予算の平準化のイメージ  
 

前回の改訂では橋長 15m 以上と 15m 未満の 2 グループ分けて修繕計画を策定しま

した。今回も前回と同様の検討をしましたが、この考え方では、年間予算の配分が少

ないグループで十分な修繕が施せない結果となりました。そこで、今回の改訂では、

橋長でグループ分けをせず全橋梁を一括して修繕の優先順位が高いものから逐次修繕

を施す計画としました。  
年間事業費については、2023 年度（令和 5 年度）は、既に決まっている修繕計画を

取り込みましたが、令和 6 年以降は 1 億円~8 千万円の変動型とし、平準化作業を実施

しました｡以下にその結果を示します(図 11 参照)｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  11 橋梁の事業費の平準化結果  
 

年度予算

予
算

年度
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度

……

予
算
超
過

予算超過

先送り
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智頭町が管理する橋梁 141 橋について、今後 50 年間の修繕に必要な事業費は、以

下の通りとなります。  
 

表  2 橋梁の修繕費用   （単位：千円）  

No. 対策年 事業費合計 
内訳 

予算額 
事業費 点検費用 

1 2023 140,000 140,000 0 140,000 
2 2024 99,233 98,993 240 100,000 
3 2025 99,505 92,185 7,320 100,000 
4 2026 99,844 90,004 9,840 100,000 
5 2027 99,868 99,628 240 100,000 
6 2028 99,998 99,998 0 100,000 
7 2029 99,431 99,191 240 100,000 
8 2030 99,783 92,463 7,320 100,000 
9 2031 99,952 90,112 9,840 100,000 

10 2032 99,693 99,453 240 100,000 
11 2033 99,738 99,738 0 100,000 
12 2034 99,139 98,899 240 100,000 
13 2035 99,393 92,073 7,320 100,000 
14 2036 99,854 90,014 9,840 100,000 
15 2037 99,173 98,933 240 100,000 
16 2038 98,601 98,601 0 100,000 
17 2039 99,348 99,108 240 100,000 
18 2040 99,651 92,331 7,320 100,000 
19 2041 95,800 85,960 9,840 100,000 
20 2042 99,304 99,064 240 100,000 
21 2043 89,690 89,690 0 90,000 
22 2044 88,728 88,488 240 90,000 
23 2045 86,629 79,309 7,320 90,000 
24 2046 89,839 79,999 9,840 90,000 
25 2047 89,695 89,455 240 90,000 
26 2048 88,660 88,660 0 90,000 
27 2049 89,800 89,560 240 90,000 
28 2050 89,315 81,995 7,320 90,000 
29 2051 89,705 79,865 9,840 90,000 
30 2052 89,560 89,320 240 90,000 
31 2053 89,524 89,524 0 90,000 
32 2054 89,012 88,772 240 90,000 
33 2055 89,550 82,230 7,320 90,000 
34 2056 89,918 80,078 9,840 90,000 
35 2057 89,414 89,174 240 90,000 
36 2058 79,554 79,554 0 80,000 
37 2059 79,503 79,263 240 80,000 
38 2060 78,316 70,996 7,320 80,000 
39 2061 79,188 69,348 9,840 80,000 
40 2062 77,682 77,442 240 80,000 
41 2063 79,987 79,987 0 80,000 
42 2064 79,635 79,395 240 80,000 
43 2065 78,141 70,821 7,320 80,000 
44 2066 79,594 69,754 9,840 80,000 
45 2067 79,455 79,215 240 80,000 
46 2068 79,421 79,421 0 80,000 
47 2069 79,455 79,215 240 80,000 
48 2070 79,630 72,310 7,320 80,000 
49 2071 79,594 69,754 9,840 80,000 
50 2072 78,941 78,701 240 80,000 
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６．橋梁点検結果  

 修繕計画に使用した橋梁の点検結果を以下に示します。  
表  3 (1) 橋梁点検結果【橋長 15m 以上】  

管理者
点検
記録

管理者名 都道府県名 市区町村名
判定
区分

市瀬橋 ｲﾁﾉｾﾊｼ (町)市瀬線 1963 49.40 3.60 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

新市瀬橋 ｼﾝｲﾁﾉｾﾊｼ (町)市瀬護岸線 1981 62.86 4.70 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

鳥の巣橋(旧橋) ﾄﾘﾉｽﾊｼ (町)鳥の巣線 1964 58.08 3.60 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

鳥の巣橋(拡幅部) ﾄﾘﾉｽﾊｼ (町)鳥の巣線 2002 58.08 2.59 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

岩神橋 ｲﾜｶﾞﾐﾊｼ (町)智頭岩神線 1967 39.00 4.60 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

桜橋 ｻｸﾗﾊｼ (町)筏場線 1976 26.10 2.50 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

山崎橋 ﾔﾏｻｷﾊｼ (町)山崎線 1979 24.98 6.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

久志谷橋 ｸｼﾀﾞﾆﾊﾞｼ (町)久志谷１号線 1977 24.25 4.10 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

新岩神橋 ｼﾝｲﾜｶﾞﾐﾊｼ (町)岩神支線 1994 28.65 6.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

城戸橋 ｼﾞｮｳﾄﾞﾊｼ (町)岩神段線 1988 28.80 5.38 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

南方橋 ﾐﾅﾐｶﾞﾀﾊﾞｼ (町)本折・南方線 1982 50.00 6.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

奈留橋 ﾅﾙﾊｼ (町)クリーンセンター線 1987 18.00 5.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

篠坂橋 ｼﾉｻｶﾊｼ (町)篠坂線 1972 36.30 2.30 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

毛谷橋 ｹﾀﾞﾆﾊｼ (町)毛谷大内線 1972 49.48 2.30 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

郷原橋 ｺﾞｳﾊﾗﾊｼ (町)大内郷原線 1963 50.50 5.10 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

河合橋 ｶﾜｲﾊｼ (町)河合線 1982 43.07 2.60 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

小又橋 ｺﾏﾀﾊｼ (町)小又線 1979 43.98 6.22 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

大内橋 ｵｵﾁﾊｼ (町)木下線 1972 31.15 4.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

酒屋橋 ｻｶﾔﾊｼ (町)酒屋線 1978 24.40 3.10 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

山峡橋 ﾔﾏｶｲﾊｼ (町)鳴畑線 1961 22.10 4.50 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

倉谷橋 ｸﾗﾀﾆﾊｼ (町)倉谷線 1963 15.37 3.24 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

下早瀬橋 ｼﾓﾊﾔｾﾊｼ (町)早瀬竹内線 1976 19.40 4.92 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

早瀬橋 ﾊﾔｾﾊｼ (町)早瀬線 1970 19.50 2.75 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

御蔵橋 ｵｸﾗﾊｼ (町)早瀬竹内線 1977 16.97 3.90 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

真鹿野橋 ﾏｶﾞﾉﾊｼ (町)早瀬真鹿野線 2001 16.50 6.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

学校橋 ｶﾞｯｺｳﾊｼ (町)学校線 1970 21.53 4.70 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

那岐神社橋 ﾅｷﾞｼﾞﾝｼﾞｬﾊﾞｼ (町)大背線 2009 21.40 4.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

杉の本橋 ｽｷﾞﾉﾓﾄﾊｼ (町)奥本河津線 1981 17.60 4.70 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

野々谷橋 ﾉﾝﾀﾆﾊｼ (町)黒尾線 1969 30.88 4.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

庄屋橋 ｼｮｳﾔﾊｼ (町)山根下中村線 1971 30.10 3.72 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

三田橋 ﾐﾀﾊｼ (町)山根中村線 1973 26.10 5.10 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

井上橋 ｲﾉｳｴﾊｼ (町)井上線 1982 31.85 3.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

下木原橋 ｼﾓｷﾉﾊﾗﾊｼ (町)木原線 1977 26.73 4.00 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

木原橋 ｷﾉﾊﾗﾊｼ (町)木原線 1971 29.40 4.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

山田橋 ﾔﾏﾀﾞﾊｼ (町)山田停車場線 2016 24.10 7.70 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

十日市橋 ﾄｳｶｲﾁﾊｼ (町)十日市線 1977 33.80 3.90 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

新見橋 ﾆｲﾉﾐﾊｼ (町)神社線 1974 21.50 4.96 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

芝尾橋 ｼﾊﾞｵﾊｼ (町)出合線 1965 17.20 4.70 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

尾見大橋 ｵﾐｵｵﾊｼ (町)古鼠線 1989 19.00 3.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

名引橋 ﾅﾋﾞｸﾊｼ (町)名引河原線 1993 29.20 5.30 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

行政区域

橋梁名 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 路線名称
架設
年次
(西暦)

橋長
(m)

幅員
(m)

 



 

14 
 

表  3 (2) 橋梁点検結果【橋長 15m 以上】

管理者
点検
記録

管理者名 都道府県名 市区町村名
判定
区分

天狗谷橋 ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆﾊｼ (町)中原線 1979 18.50 2.60 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

馬瀬橋 ﾏｾﾊｼ (町)福原線 2005 24.30 8.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

紅葉橋 ﾓﾐｼﾞﾊｼ (町)板原錦橋線 1962 29.00 6.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

錦橋 ﾆｼｷﾊｼ (町)坂原錦橋線 1936 51.10 6.30 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

智頭橋 ﾁｽﾞﾊｼ (町)河原町線 1975 27.00 12.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

備前橋 ﾋﾞｾﾞﾝﾊｼ (町)河原町線 1970 61.10 5.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅲ

淀ノ谷橋 ﾖﾄﾞﾉﾀﾆﾊｼ (町)三田中田線 1992 28.00 8.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

紅葉橋歩道橋 ﾓﾐｼﾞﾊｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ (町)坂原錦橋線 2002 30.30 2.80 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅰ

ふるさと大橋 ﾌﾙｻﾄｵｵﾊｼ (町)三田線 1998 90.40 8.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

ふれあい橋 ﾌﾚｱｲﾊｼ (町)駅裏線 1994 54.05 3.50 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

宮の本橋 ﾐﾔﾉﾓﾄﾊｼ (町)屋並谷線 1994 19.00 5.20 智頭町 鳥取県 智頭町 Ⅱ

行政区域

橋梁名 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 路線名称
架設
年次
(西暦)

橋長
(m)

幅員
(m)

 

 
表  3 (3) 橋梁点検結果【橋長 15m 未満】  

管理者
点検
記録

管理者名 都道府県名 市区町村名
判定
区分

1号橋(1) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｲﾁ (町)久志谷線 1986 2.10 7.97 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

沖代橋 ｵｷﾀﾞｲﾊｼ (町)本折南方線 1970 3.64 6.25 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(1) ﾆｺﾞｳﾊｼｲﾁ (町)毛谷大内線 1988 6.00 4.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

3号橋(1) ｻﾝｺﾞｳﾊｼｲﾁ (町)毛谷大内線 1980 4.00 4.52 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

早野橋(RC) ﾜｻﾉﾊｼ (町)奥本大背線 1963 8.95 3.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

早野橋(鋼) ﾜｻﾉﾊｼ (町)奥本大背線 1963 12.75 3.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(2) ﾆｺﾞｳﾊｼﾆ (町)奥本大背線 1967 10.70 4.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

下西橋 ｼﾓﾆｼﾊｼ (町)奥本河津原線 1969 6.83 8.49 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

河津原橋（旧3号橋） ｺｳﾂﾞﾜﾗﾊｼ (町)奥本河津原線 1961 10.10 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

金谷橋 ｶﾅﾀﾞﾆﾊｼ (町)早瀬真鹿野線 1960 8.40 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

早野橋 ﾜｻﾉﾊｼ (町)早瀬真鹿野線 1979 4.60 2.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(2) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆ (町)市瀬新道線 1992 3.00 7.10 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

奈留小橋 ﾅﾙｺﾊｼ (町)南方岡田線 1995 8.93 6.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

穂見橋(旧1号橋3) ﾎﾉﾐﾊｼ (町)川戸穂見線 1985 7.60 5.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(3) ﾆｺﾞｳﾊｼｻﾝ (町)川戸穂見線 1965 4.78 5.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

3号橋(3) ｻﾝｺﾞｳﾊｼｻﾝ (町)川戸穂見線 1965 5.45 4.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

下井平橋 ｼﾓｲﾋﾗﾊｼ (町)井上線 1986 5.90 3.65 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

寺前橋 ﾃﾗﾏｴﾊｼ (町)天木線 1959 11.58 4.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

宮川橋 ﾐﾔｶﾞﾜﾊｼ (町)惣地線 1974 8.40 4.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

行政区域
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表  3 (4) 橋梁点検結果【橋長 15m 未満】  

管理者
点検
記録

管理者名 都道府県名 市区町村名
判定
区分

惣地橋 ｿｳﾁﾊｼ (町)惣地線 1966 8.20 4.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

3号橋(4) ｻﾝｺﾞｳﾊｼﾖﾝ (町)惣地線 1957 8.50 4.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

夏明橋 ﾅﾂｱｹﾊﾞｼ (町)宇波線 1959 13.60 4.09 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

夏明橋 ﾅﾂｱｹﾊﾞｼ (町)宇波線 1959 15.50 2.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

宇波橋(Ⅰ) ｳﾅﾐﾊﾞｼｲﾁ (町)宇波線 1959 13.30 4.90 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

宇波橋(Ⅰ) ｳﾅﾐﾊﾞｼｲﾁ (町)宇波線 1959 13.65 2.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

宇波橋(Ⅱ) ｳﾅﾐﾊｼﾆ (町)宇波線 1962 13.70 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(4) ﾆｺﾞｳﾊｼﾖﾝ (町)市瀬線 1999 4.60 10.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

中島橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｼ (町)中島線 1965 2.40 4.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(4) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾖﾝ (町)上町線 1980 3.40 4.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(5) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｺﾞ (町)小谷線 1981 4.50 2.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(5) ﾆｺﾞｳﾊｼｺﾞ (町)小谷線 1981 2.73 2.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(6) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾛｸ (町)会下谷線 1984 3.20 2.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(7) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾁ (町)上水道線 1953 2.90 2.15 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(9) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｷｭｳ (町)大目谷線 1970 2.40 7.08 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(6)(BOX) ﾆｺﾞｳﾊｼﾛｸ (町)大目谷線 1970 2.00 4.95 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(6)(RC) ﾆｺﾞｳﾊｼﾛｸ (町)大目谷線 1970 2.10 3.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(10) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳ (町)大目谷1号線 1970 2.00 8.15 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(11) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｲﾁ (町)大目谷2号線 1970 2.10 8.03 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(12) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳﾆ (町)板井原線 1970 2.60 2.05 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(13) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｻﾝ (町)板井原村中線 1980 6.10 2.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

1号橋(14) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳﾖﾝ (町)沖代護岸線 1980 5.20 4.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

八河谷橋 ﾔｺｳﾀﾞﾆﾊｼ (町)八河谷線 1964 6.75 6.16 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(15) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｺﾞ (町)西野線 1950 3.80 3.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

浅見谷橋 ｱｻﾞﾐﾀﾞﾆﾊｼ (町)浅見線 1966 7.00 4.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(16) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾞｭｳﾛｸ (町)池本線 1988 4.40 3.15 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(7) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾁ (町)鳴畑線 1984 5.70 2.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

下村前橋 ｼﾓﾑﾗﾏｴﾊｼ (町)早瀬大屋線 1978 10.50 3.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(17) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｼﾁ (町)東宇塚西宇塚線 1987 2.20 2.55 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

栃本橋 ﾄﾁﾓﾄﾊｼ (町)黒尾線 1968 11.55 5.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

奥本野乃谷橋 ｵｸﾓﾄﾉﾉﾀﾞﾆﾊｼ (町)宇丹谷線 1965 8.25 2.35 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

奥本野乃谷橋w ｵｸﾓﾄﾉﾉﾀﾞﾆﾊｼ (町)宇丹谷線 1965 10.65 2.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

半田橋 ﾊﾝﾀﾞﾊｼ (町)大屋線 1966 5.20 4.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

岸本橋 ｷｼﾓﾄﾊｼ (町)大屋神社線 1975 8.30 4.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

夏原橋 ﾅﾂﾊﾗﾊｼ (町)栃本線 1965 8.50 2.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

1号橋(18) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳﾊﾁ (町)真鹿野分線 1963 10.90 3.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

岡城橋 ｵｶｼﾛﾊｼ (町)下西線 1989 6.70 6.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(19) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｸ (町)真鹿野1号線 1965 7.80 3.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(9) ﾆｺﾞｳﾊｼｷｭｳ (町)真鹿野2号線 1976 4.10 3.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(20) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳ (町)能田線 1978 2.40 3.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

行政区域
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表  3 (5) 橋梁点検結果【橋長 15m 未満】  

管理者
点検
記録

管理者名 都道府県名 市区町村名
判定
区分

1号橋(21) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳｲﾁ (町)山田線 1984 12.38 4.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(10) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳ (町)山田線 1984 6.90 4.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(11) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｲﾁ (町)十日市線 1991 7.50 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(22) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳﾆ (町)大坪支線 2008 5.91 4.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(12) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳﾆ (町)大坪支線 2008 6.10 3.30 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(23) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳｻﾝ (町)塩田川戸線 1978 7.10 2.90 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(24) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳｼ (町)穂見支線 1974 5.15 7.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(13) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｻﾝ (町)穂見支線 1973 5.40 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(25) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳｺﾞ (町)坂原線 1980 3.90 4.40 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

分谷橋 ﾌﾞﾝﾀﾞﾆﾊｼ (町)分谷線 1963 4.10 8.35 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

赤谷橋 ｱｶﾀﾞﾆﾊｼ (町)宇波支線 1990 7.70 8.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(26) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳﾛｸ (町)宇波支線 1962 7.30 5.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(14) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｼ (町)宇波分線 1982 8.50 6.10 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

3号橋(5) ｻﾝｺﾞｳﾊｼｺﾞ (町)宇波分線 1963 8.40 5.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

上茶屋橋 ｶﾐﾁｬﾔﾊｼ (町)上茶屋線 1985 13.70 3.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

2号橋(15) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳｺﾞ (町)上茶屋線 1967 3.18 3.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(28) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳﾊﾁ (町)温江線 1963 11.75 4.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

2号橋(16) ﾆｺﾞｳﾊｼｼﾞｭｳﾛｸ (町)温江線 2020 4.30 3.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

皆地橋 ｶｲﾁﾞﾊﾞｼ (町)皆地線 1986 12.40 3.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

1号橋(29) ｲﾁｺﾞｳﾊｼﾆｼﾞｭｳｷｭｳ (町)沼ノ谷線 2001 10.00 2.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

1号橋(30) ｲﾁｺﾞｳﾊｼｻﾝｼﾞｭｳ (町)下向線 1965 8.00 3.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

むかえ橋 ﾑｶｴﾊｼ (町)下向線 2000 10.00 6.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

大日橋 ﾀﾞｲﾆﾁﾊｼ (町)下皆地線 1986 12.00 3.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

大井谷橋 ｵｵｲﾀﾞﾆﾊｼ (町)志戸坂線 1932 12.20 6.45 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

久志谷1号橋 ｸｼﾀﾞﾆｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)久志谷線 2010 2.60 19.20 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

大坪1号橋 ｵｵﾂﾎﾞｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)大坪線 1982 8.00 5.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

那岐駅前1号橋 ﾅｷﾞｴｷﾏｴ1ｺﾞｳﾊｼ (町)那岐駅前線 2000 4.90 6.10 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

天木1号橋 ｱﾏｷﾞｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)天木線 1982 10.45 4.55 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

天木2号橋 ｱﾏｷﾞﾆｺﾞｳﾊｼ (町)天木線 1982 3.00 3.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

天木3号橋 ｱﾏｷﾞｻﾝｺﾞｳﾊｼ (町)天木線 1982 4.00 3.10 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

毛谷大内1号橋 ｹﾀﾞﾆｵｵﾁｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)毛谷大内線 1981 2.75 6.00 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

毛谷大内2号橋 ｹﾀﾞﾆｵｵﾁﾆｺﾞｳﾊｼ (町)毛谷大内線 1981 2.28 3.60 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

下毛谷1号橋 ｼﾓｹﾀﾞﾆｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)下毛谷線 2021 4.90 6.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅰ

金刀比羅橋 ｺﾝﾋﾟﾗﾊｼ (町)金刀比羅線 1995 13.60 9.70 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

奥本大背1号橋 ｵｸﾓﾄｵｵｾｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)奥本大背線 1982 5.50 9.10 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

波多支線1号橋 ﾊﾀｼｾﾝｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)波多支線 1959 9.20 3.80 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅲ

屋並谷1号橋 ﾔﾝﾐﾀﾞﾆｲﾁｺﾞｳﾊｼ (町)屋並谷線 1968 6.60 4.50 鳥取県 智頭町 智頭町 Ⅱ

行政区域

路線名称(ﾌﾘｶﾞﾅ)橋梁名
橋長
(m)

幅員
(m)

架設
年次
(西暦)
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凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

市瀬橋 町道 市瀬線 49.40 1963 60 R3 点検 点検

新市瀬橋 町道 市瀬護岸線 62.86 1981 42 R3 点検 点検

鳥の巣橋(旧橋) 町道 鳥の巣線 58.08 1964 59 R3 点検 点検

鳥の巣橋(拡幅部) 町道 鳥の巣線 58.08 2002 21 R3 点検 点検

岩神橋 町道 智頭岩神線 39.00 1967 56 R3 点検 点検

桜橋 町道 筏場線 26.10 1976 47 R3 点検 点検

山崎橋 町道 山崎線 24.98 1979 44 R3 点検 点検

久志谷橋 町道 久志谷１号線 24.25 1977 46 R3 点検 点検

新岩神橋 町道 岩神支線 28.65 1994 29 R3 点検 点検

城戸橋 町道 岩神段線 28.80 1988 35 R2 点検 点検

南方橋 町道 本折・南方線 50.00 1982 41 R2 点検 点検

奈留橋 町道 クリーンセンター線 18.00 1987 36 R2 点検 点検

篠坂橋 町道 篠坂線 36.30 1972 51 R3 点検 点検

毛谷橋 町道 毛谷大内線 49.48 1972 51 R3 点検 点検

郷原橋 町道 大内郷原線 50.50 1963 60 R1 点検 点検

河合橋 町道 河合線 43.07 1982 41 R3 点検 点検

小又橋 町道 小又線 43.98 1979 44 R3 点検 点検

大内橋 町道 木下線 31.15 1972 51 R3 点検 点検

酒屋橋 町道 酒屋線 24.40 1978 45 R3 点検 点検

山峡橋 町道 鳴畑線 22.10 1961 62 R2 点検 点検

倉谷橋 町道 倉谷線 15.37 1963 60 R3 点検 点検

下早瀬橋 町道 早瀬竹内線 19.40 1976 47 R2 点検 点検

早瀬橋 町道 早瀬線 19.50 1970 53 R3 点検 点検

御蔵橋 町道 早瀬竹内線 16.97 1977 46 R2 点検 点検

真鹿野橋 町道 早瀬真鹿野線 16.50 2001 22 R2 点検 点検

学校橋 町道 学校線 21.53 1970 53 R3 点検 点検

那岐神社橋 町道 大背線 21.40 2009 14 R3 点検 点検

杉の本橋 町道 奥本河津線 17.60 1981 42 R3 点検 点検

野々谷橋 町道 黒尾線 30.88 1969 54 R3 点検 点検

庄屋橋 町道 山根下中村線 30.10 1971 52 R2 点検 点検

三田橋 町道 山根中村線 26.10 1973 50 R3 点検 点検

井上橋 町道 井上線 31.85 1982 41 R3 点検 点検

下木原橋 町道 木原線 26.73 1977 46 R3 点検 点検

木原橋 町道 木原線 29.40 1971 52 R2 点検 点検

山田橋 町道 山田停車場線 24.10 2016 7 R3 点検 点検

十日市橋 町道 十日市線 33.80 1977 46 R3 点検 点検

新見橋 町道 神社線 21.50 1974 49 R2 点検 点検

芝尾橋 町道 出合線 17.20 1965 58 R3 点検 点検

最新

点検

年次

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

主部材:3種ｹﾚﾝ&塗装&当て板補強 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

主部材:塗装 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

主部材:塗装 等 支承:取替(始端側) 等

主部材:塗装 等

主部材:3種ｹﾚﾝ&塗装 等

主部材:3種ｹﾚﾝ&塗装&当て板補強 等

主部材:ひび割れ注入 等

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

７．対象橋梁ごとの概ねの修繕内容･時期  

 短期的（今後 10 年間）の各橋梁の修繕内容と修繕時期を以下に示します。  
 

表  4 (1) 短期的な修繕計画
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表  4 (2) 短期的な修繕計画  

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

尾見大橋 町道 古鼠線 19.00 1989 34 R3 点検 点検

名引橋 町道 名引河原線 29.20 1993 30 R3 点検 点検

天狗谷橋 町道 中原線 18.50 1979 44 R2 点検 点検

馬瀬橋 町道 福原線 24.30 2005 18 R3 点検 点検

紅葉橋 町道 板原錦橋線 29.00 1962 61 R2 点検 点検

錦橋 町道 坂原錦橋線 51.10 1936 87 R2 点検 点検

智頭橋 町道 河原町線 27.00 1975 48 R2 点検 点検

備前橋 町道 河原町線 61.10 1970 53 R1 点検 点検

淀ノ谷橋 町道 三田中田線 28.00 1992 31 R3 点検 点検

紅葉橋歩道橋 町道 坂原錦橋線 30.30 2002 21 R3 点検 点検

ふるさと大橋 町道 三田線 90.40 1998 25 R2 点検 点検

ふれあい橋 町道 駅裏線 54.05 1994 29 R2 点検 点検

宮の本橋 町道 屋並谷線 19.00 1994 29 R4 点検 点検

1号橋(1) 町道 久志谷線 2.10 1986 37 R2 点検 点検

沖代橋 町道 本折南方線 3.64 1970 53 R2 点検 点検

2号橋(1) 町道 毛谷大内線 6.00 1988 35 R2 点検 点検

3号橋(1) 町道 毛谷大内線 4.00 1980 43 R2 点検 点検

早野橋(RC) 町道 奥本大背線 8.95 1963 60 R3 点検 点検

早野橋(鋼) 町道 奥本大背線 12.75 1963 60 R3 点検 点検

2号橋(2) 町道 奥本大背線 10.70 1967 56 R3 点検 点検

下西橋 町道 奥本河津原線 6.83 1969 54 R2 点検 点検

河津原橋（旧3号橋） 町道 奥本河津原線 10.10 1961 62 R2 点検 点検

金谷橋 町道 早瀬真鹿野線 8.40 1960 63 R2 点検 点検

早野橋 町道 早瀬真鹿野線 4.60 1979 44 R2 点検 点検

1号橋(2) 町道 市瀬新道線 3.00 1992 31 R2 点検 点検

奈留小橋 町道 南方岡田線 8.93 1995 28 R2 点検 点検

穂見橋(旧1号橋3) 町道 川戸穂見線 7.60 1985 38 R2 点検 点検

2号橋(3) 町道 川戸穂見線 4.78 1965 58 R2 点検 点検

3号橋(3) 町道 川戸穂見線 5.45 1965 58 R2 点検 点検

下井平橋 町道 井上線 5.90 1986 37 R2 点検 点検

寺前橋 町道 天木線 11.58 1959 64 R2 点検 点検

宮川橋 町道 惣地線 8.40 1974 49 R2 点検 点検

惣地橋 町道 惣地線 8.20 1966 57 R2 点検 点検

3号橋(4) 町道 惣地線 8.50 1957 66 R2 点検 点検

夏明橋 町道 宇波線 13.60 1959 64 R3 点検 点検

夏明橋 町道 宇波線 15.50 1959 64 R3 点検 点検

宇波橋(Ⅰ) 町道 宇波線 13.30 1959 64 R3 点検 点検

宇波橋(Ⅰ) 町道 宇波線 13.65 1959 64 R3 点検 点検

宇波橋(Ⅱ) 町道 宇波線 13.70 1962 61 R3 点検 点検

2号橋(4) 町道 市瀬線 4.60 1999 24 R2 点検 点検

中島橋 町道 中島線 2.40 1965 58 R2 点検 点検

橋梁名
道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

対策の内容・時期

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等 支承:取替(始端側) 等

主部材:表面保護工 等

主部材補修等

主部材:表面保護工 等 伸縮装置:取替(始端側) 等

主部材:ひび割れ注入 等

橋脚:塗装 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

支承:取替(始端側) 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

主部材:ひび割れ注入 等

主部材補修等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等  
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表  4 (3) 短期的な修繕計画  

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

1号橋(4) 町道 上町線 3.40 1980 43 R2 点検 点検

1号橋(5) 町道 小谷線 4.50 1981 42 R2 点検 点検

2号橋(5) 町道 小谷線 2.73 1981 42 R2 点検 点検

1号橋(6) 町道 会下谷線 3.20 1984 39 R2 点検 点検

1号橋(7) 町道 上水道線 2.90 1953 70 R2 点検 点検

1号橋(9) 町道 大目谷線 2.40 1970 53 R2 点検 点検

2号橋(6)(BOX) 町道 大目谷線 2.00 1970 53 R2 点検 点検

2号橋(6)(RC) 町道 大目谷線 2.10 1970 53 R2 点検 点検

1号橋(10) 町道 大目谷1号線 2.00 1970 53 R2 点検 点検

1号橋(11) 町道 大目谷2号線 2.10 1970 53 R2 点検 点検

1号橋(12) 町道 板井原線 2.60 1970 53 R2 点検 点検

1号橋(13) 町道 板井原村中線 6.10 1980 43 R2 点検 点検

1号橋(14) 町道 沖代護岸線 5.20 1980 43 R2 点検 点検

八河谷橋 町道 八河谷線 6.75 1964 59 R2 点検 点検

1号橋(15) 町道 西野線 3.80 1950 73 R2 点検 点検

浅見谷橋 町道 浅見線 7.00 1966 57 R2 点検 点検

1号橋(16) 町道 池本線 4.40 1988 35 R2 点検 点検

2号橋(7) 町道 鳴畑線 5.70 1984 39 R2 点検 点検

下村前橋 町道 早瀬大屋線 10.50 1978 45 R3 点検 点検

1号橋(17) 町道 東宇塚西宇塚線 2.20 1987 36 R2 点検 点検

栃本橋 町道 黒尾線 11.55 1968 55 R3 点検 点検

奥本野乃谷橋 町道 宇丹谷線 8.25 1965 58 R2 点検 点検

奥本野乃谷橋w 町道 宇丹谷線 10.65 1965 58 R2 点検 点検

半田橋 町道 大屋線 5.20 1966 57 R2 点検 点検

岸本橋 町道 大屋神社線 8.30 1975 48 R3 点検 点検

夏原橋 町道 栃本線 8.50 1965 58 R3 点検 点検

1号橋(18) 町道 真鹿野分線 10.90 1963 60 R3 点検 点検

岡城橋 町道 下西線 6.70 1989 34 R3 点検 点検

1号橋(19) 町道 真鹿野1号線 7.80 1965 58 R3 点検 点検

2号橋(9) 町道 真鹿野2号線 4.10 1976 47 R3 点検 点検

1号橋(20) 町道 能田線 2.40 1978 45 R3 点検 点検

1号橋(21) 町道 山田線 12.38 1984 39 R3 点検 点検

2号橋(10) 町道 山田線 6.90 1984 39 R3 点検 点検

2号橋(11) 町道 十日市線 7.50 1991 32 R3 点検 点検

1号橋(22) 町道 大坪支線 5.91 2008 15 R3 点検 点検

2号橋(12) 町道 大坪支線 6.10 2008 15 R3 点検 点検

1号橋(23) 町道 塩田川戸線 7.10 1978 45 R3 点検 点検

1号橋(24) 町道 穂見支線 5.15 1974 49 R3 点検 点検

2号橋(13) 町道 穂見支線 5.40 1973 50 R3 点検 点検

1号橋(25) 町道 坂原線 3.90 1980 43 R3 点検 点検

分谷橋 町道 分谷線 4.10 1963 60 R3 点検 点検

橋梁名
道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

対策の内容・時期

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

支承:取替(始端側) 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

主部材:塗装 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等

主部材:塗装 等

床版:床版防水工+舗装工+表面含浸工 等
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表  4 (4) 短期的な修繕計画  

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

赤谷橋 町道 宇波支線 7.70 1990 33 R3 点検 点検

1号橋(26) 町道 宇波支線 7.30 1962 61 R3 点検 点検

2号橋(14) 町道 宇波分線 8.50 1982 41 R3 点検 点検

3号橋(5) 町道 宇波分線 8.40 1963 60 R3 点検 点検

上茶屋橋 町道 上茶屋線 13.70 1985 38 R3 点検 点検

2号橋(15) 町道 上茶屋線 3.18 1967 56 R3 点検 点検

1号橋(28) 町道 温江線 11.75 1963 60 R3 点検 点検

2号橋(16) 町道 温江線 4.30 2020 3 R3 点検 点検

皆地橋 町道 皆地線 12.40 1986 37 R3 点検 点検

1号橋(29) 町道 沼ノ谷線 10.00 2001 22 R3 点検 点検

1号橋(30) 町道 下向線 8.00 1965 58 R3 点検 点検

むかえ橋 町道 下向線 10.00 2000 23 R3 点検 点検

大日橋 町道 下皆地線 12.00 1986 37 R3 点検 点検

大井谷橋 町道 志戸坂線 12.20 1932 91 R3 点検 点検

久志谷1号橋 町道 久志谷線 2.60 2010 13 R3 点検 点検

大坪1号橋 町道 大坪線 8.00 1982 41 R3 点検 点検

那岐駅前1号橋 町道 那岐駅前線 4.90 2000 23 R2 点検 点検

天木1号橋 町道 天木線 10.45 1982 41 R3 点検 点検

天木2号橋 町道 天木線 3.00 1982 41 R3 点検 点検

天木3号橋 町道 天木線 4.00 1982 41 R3 点検 点検

毛谷大内1号橋 町道 毛谷大内線 2.75 1981 42 R3 点検 点検

毛谷大内2号橋 町道 毛谷大内線 2.28 1981 42 R3 点検 点検

下毛谷1号橋 町道 下毛谷線 4.90 2021 2 R3 点検 点検

金刀比羅橋 町道 金刀比羅線 13.60 1995 28 R3 点検 点検

奥本大背1号橋 町道 奥本大背線 5.50 1982 41 R2 点検 点検

波多支線1号橋 町道 波多支線 9.20 1959 64 R2 点検 点検

屋並谷1号橋 町道 屋並谷線 6.60 1968 55 R4 点検 点検

140,000 99,233 99,505 99,844 99,868 99,998 99,431 99,783 99,952 99,693合　計　　(千円)

最新

点検

年次

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

主部材:塗装 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

橋台:表面保護工 等

支承:取替(始端側) 等
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８．費用縮減に関する具体的な方針  

 
（１）新技術等の活用方針  

 新技術等の活用方針は以下のとおりとします｡ 
 
【定期点検･詳細調査】  
・ハイピア（高橋脚）橋梁でロープアクセスによる近接目視点検を実施していた橋梁

については、｢二輪型マルチコプター及び  3D 技術を用いた点検データ整理技術｣

【BR010021- V0222】の採用を検討します｡ 
・交通規制に伴う交通渋滞等や軌道交通による規制を伴う橋梁については、｢橋梁点検

支援ロボット｣【BR010018- V0322】や｢橋梁等構造物の点検ロボットカメラ｣

【BR010019- V0322】等の採用を検討します｡ 
・近年施工された橋梁（架設後  20 年程度）で、かつ前回定期点検結果が健全性Ⅰの

橋梁については、UAV とアクションカメラを併用した技術の採用を検討します｡ 
 
 なお、新技術の検討にあたっては、｢点検支援技術性能カタログ 令和  4 年  9 月
（国土交通省）｣を参考に検討しますが、その他近接目視点検を充実･補完･代替する技

術などの活用についても検討します｡ 
 

図  11 新技術を活用した点検例  

ドローンによる点検 ロボットカメラを使用した点検 

橋梁点検支援ロボットによる点検 



 

22 
 

【修繕工事】 
・長期の足場設置が困難なコンクリート部材に生じた  0.8mm 以下のひび割れ補修に

ついては、『塗布型ひび割れ注入工法』の採用を検討します｡ 
・鋼橋の塗装塗り替えについては、発錆リスクである赤錆を黒錆へ転換して防食する

ことができ、かつ厚膜塗料による長期耐候性も期待できる『長期耐候性錆転換防食

塗装』の採用を検討します｡ 
・コンクリート舗装の床版防水については、高い防水性とコンクリート舗装表面のひ

び割れ補修効果を有する『コンクリート舗装用床版防水工法』の採用を検討します｡ 
・既設伸縮装置のゴム劣化による漏水対策については、『ゴム劣化取替工法』の採用

を検討します｡ 
・部材裏面に支障物が存在する場合などの当て板補強には、片面からのみで施工可能

である『片面当て板補強工法』の採用を検討します｡ 
 

なお、橋梁の修繕工事については、費用の縮減や維持管理の効率化を図るため、国土

交通省｢新技術情報提供システム（NETIS）｣を活用する等、維持管理に関する最新技

術の積極的な活用を図ります｡ 
また、NETIS 未登録の技術であっても有効性があると判断した工法や材料について

も積極的に活用することとします｡ 
 

（２）集約･撤去に関する方針  
集約化･撤去の検討方針は、以下のとおりとします｡ 
 

１）老朽化等により現状のままでは継続利用が困難な橋梁 

・健全性Ⅲ、Ⅳの橋梁を対象とします。  
・今後も同等以上の機能が必要な橋梁の場合には｢修繕｣または｢架替｣を検討します。 
・周辺環境の変化等により役割を終えている橋梁の場合は｢単純撤去｣を検討しま

す｡ 
・利用交通量が著しく減少しており、迂回路が存在する場合は｢単純撤去｣を検討し

ます｡ただし、利用者に影響が無いと判断する場合に限ります｡ 
・利用交通量が著しく減少しており、迂回路はあってもその機能が不十分（通行幅、

老朽化、耐震性など）である場合には、｢撤去＋迂回路整備｣を検討します｡ただし、

利用者に影響が無いと判断する場合に限ります｡ 
・バイパス工事などにより隣接した位置に橋が新設され、かつ利用者に影響がない

と判断した場合には、既設橋の撤去を検討します｡ 
・利用交通量が著しく減少しているが、通学路に指定されているなど歩行者利用が

多数ある場合は人道橋に｢ダウンサイジング｣（既設縮小化･新設縮小化）を検討し

ます｡ 
 

２）新設事業で計画する橋梁 

・道路改良等の新規事業において隣接した位置に橋が新設される場合は、既設橋梁

の健全性に関わらず、橋梁の集約化を念頭に計画します｡ 
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（３）費用の縮減に関する目標  
本町としての費用の縮減に関する目標は、以下のとおりとします｡ 

 
１）管理方式 

・従来の事後保全型管理から予防保全型の管理へ転換し、今後  50 年間で約 30.7
億円の費用の縮減を目指します｡ 

・既に本町では 15m 以下の橋梁のうち半数（45 橋）を直営点検としており、今後

も継続して直営点検をしていきます。職員の技術力の向上、維持、継承の効果が

期待できると共に、副次的な効果として  50 年間で約  50 百万円の費用の縮減が

期待できます｡ 
 

２）定期点検･詳細調査 

･これまでロープアクセスで点検していたハイピア（高橋脚）橋梁や、跨道橋、跨

線橋については、｢二輪型マルチコプター及び  3D 技術を用いた点検データ整理

技術｣【BR010021-V0222】または｢橋梁点検支援ロボット｣【BR010018- V0322】
（またはこれに準じた新技術）を採用し、今後 5 年間で 5 件の使用実績と当該橋

梁の点検費用の 10％を削減することを目指します。  
 

３）修繕工事 

・0.8mm 以下のひび割れ補修について、『塗布型ひび割れ注入工法』を試行的に採

用し、5 年間で RC 床版の 30％に施行します。これにより、当該橋梁のひび割れ

修繕費を従来の 40％縮減を目指します。  
・既設伸縮装置のゴム劣化による漏水対策については、『ゴム劣化取替工法』を試

行的に採用し、5 年間で伸縮装置（ゴムジョイント）の 30％に施行します。これ

により当該修繕費を従来の 40％縮減を目指します。  
 

４）集約撤去 

・地域の実情や利用状況を考慮しつつ、今後、集約化･撤去が有効と判断する橋梁

として  2 橋を抽出し｢撤去+迂回路整備｣を検討します。この 2 橋の撤去により今

後 50 年間で 90 百万円の維持管理費用の縮減が期待できます｡ 
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９.今後の予定  

これからの橋梁の維持管理は、新技術や費用の縮減の工夫を取り入れつつ、予防保

全型管理を前提として、5 年に 1 回の定期点検、そして劣化が進行した橋梁について

は、詳細点検を通じた随時修繕を行っていきます。  
今後も、町民の快適で安全な生活の礎として本修繕計画をもとに、各年度の予算に

応じた補修計画を実施していきます｡ 
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